




•心理的危機に陥った方に対して、専門家の支援が提供
される前にどのような支援を提供すべきか、どのように
行動すべきか、という対応法を身につけるプログラム

•地域の中で、メンタルヘルスの問題を抱える人に対し、
住民による支援や専門家への相談につなげる取り組み

メンタルヘルス・ファーストエイドの考え方を活用している例

・自殺対策におけるゲートキーパー養成
・認知症サポーター養成

・こころサポーター養成

メンタルヘルス・ファーストエイド



NIPPON COCORO ACTIONとして、2033年までに
日本全国で100万人の「こころサポーター」養成を目指している

昨年度までに、モデル地区で939人養成
今年度からモデル地区を拡大して実施、文京区では5回実施

「こころサポーター」とは

• 正しい知識と理解に基づき、身近な人に対して、傾聴を中心とした支援を行う
• メンタルヘルスや精神疾患への正しい知識を持ち、地域や職域で
メンタルヘルスの問題を抱える人や家族に対してできる範囲で手助けをできる人



昨年度の協議会でいただいた意見を基に

「文京からメンタルヘルスの理解を
全国に広げていく」

をテーマに、
大学生を対象として養成研修を実施予定

一般向け、専門職向けにも実施予定
（今年度計5回）


